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金沢大学は、「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」の位置付けをもって改革に取り組むこと
を大学憲章に掲げています。2016 年度から始まった国立大学の第 3 期中期目標・中期計画期間中の
















持続可能な社会の礎となる先駆的人材の養成に取り組んでいます。2014 年 9 月に本学が代表団体
として設立した「北陸 ESD 推進コンソーシアム」では、学校や企業等様々な団体や関係者が、北陸









金 沢 大 学 長  
金沢大学環境方針 
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環境教育の推進 ・環境問題に関する見識を備えた人材を育成するため、環境ESD を推進する。 
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上段 三つ子山 下段左 水棲生物観察池 

































































































































（人間社会研究域附属地域政策研究センター 菊地 直樹） 
1.環境に関する教育と研究 






























    
図１ 電気使用量の見える化（PC 画面）       写真１ WEST 発表会 
 
※本実験は、北陸電力株式会社の協力を得ており、ここに感謝の意を表します。  
（人間社会研究域経済学経営学系 藤澤 美恵子） 
1.環境に関する教育と研究 
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せんでした。このため、今回、私達はこの関連について検討しました。2014 年 3 月から 2016 年
1 月までに、同意をいただいた 40 歳以上の 2500 名の住民が研究に参加されました。最終的に、今
回の検討では 585 名を解析対象としました。高血圧は、血圧 140/90mmHg 以上または降圧薬内
服中と定義し，正常血圧群との栄養摂取量や各種検査項目を比較しました。また栄養摂取量の算出に
は、簡易型自記式食事歴法質問票を使用しました。 











て、7 種類の n-3 系脂肪酸摂取量が少ない結果でした。さらに、性別および体重で層別化した解析の
結果、過体重/肥満の女性において n-3 系脂肪酸の摂取量がうつ病傾向の群において非うつ病傾向の
群と比べて少ないことが判明しました。一方、男性ではこうした関連はみられませんでした。これよ













（医薬保健研究域医学系 原 章規） 
1.環境に関する教育と研究 
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 インドネシアにおける寄生虫対策支援 
 金沢大学では、寄生虫調査・制圧を目的とした海外フィールドワークを 2006 年から継続的に実施
してきました。これまでの調査結果を総括し、インドネシアの学童および乳幼児における寄生虫感染




























（先進予防医学研究センター 所 正治） 
1.環境に関する教育と研究 
 -11- ～Environmental Management Report 2019，Kanazawa University～  
◆ 能登半島で実施した統合環境型サマースクール 












 初日の 7 月 2 日は金沢大学角間キャンパスから能登臨海実験施設へバスで移動後、オリエンテー
ションを行いました。2 日目の 7 月 3 日には、のと海洋ふれあいセンターの協力により付近の磯場で
生物採取とその同定を行いました。その様子は以下の写真に示しています。海に面していないモンゴ
ルからの留学生には大変好評でした。午後には臨海実験施設の関口助教による海洋生物に関する実験
を行いました。夕食後には、招聘型リサーチプロフェッサーの Pointing 教授（Yale-National 
University of Singapore (NUS) College）による講義「Microbiology of the Marine Environment」
を行い、海洋環境の基盤となる知識を教授しまし





は Pointing 教授による実習「Reporting the 
results of air pollution monitoring」の説明後
に、留学生が３グループに分かれ臨海実験施設周
辺の大気の PM2.5 濃度・光量・音量についてのフ


























ため、2010 年度から整備を開始しました。第 3 期中期目標期間においても、計画的な整備を継続し























ています。2018 年度は、のべ 5,500 冊の図書を展示し、多くが再利用されました。 
 
・中央図書館 
 5 月 15 日（火）- 5 月 16 日（水） 
 11 月 12 日（月）-11 月 13 日（火） 
 
・医学図書館 
 5 月 28 日（月）- 6 月 15 日（金） 
 
・自然科学系図書館 
 10 月 17 日（水）- 10 月 19 日（金） 












                         うちわ（夏季）とブランケットの館内貸出 
（4）「しまんと新聞ばっぐをつくろう」ワークショップの開催 
古新聞で ECO バッグを作るワークショップを、
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このように 10 年を超える能登学舎での取り組みはさらなる展開を生み出しています。2018 年 6
月に珠洲市は内閣府により全国 29 か所の「SDGs 未来都市」のひとつとして選定されました。国連
で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」の実現に向けて、珠洲市は独自の取り組みを進めてい







の能登 SDGs ラボ。ここから、従来の枠を超えた新たなつながりが生まれつつあります。 
前述のマイスタープログラムにおいても、2018 年度から講義の題材として SDGs を本格的に導
入しました。また、卒業課題研究の最終成果報告において、その内容が SDGs の趣旨に沿ったもので
あると評価された 2 名の受講生は「マイスターSDGs 奨励賞」として修了式で表彰を受けました。さ





（先端科学・社会共創推進機構 北村 健二） 
里山里海に囲まれた金沢大学能登学舎（中央の白い建物） 
３.学生活動 
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◆ 東北への思い 
 平成という時代は、災害の多い時代でした。特に、1995 年 1 月の阪神淡路大震災、2011 年 3
月の東日本大震災は死者が 1,000 人を超える大災害となりました。最近では、西日本豪雨といった
水害も毎年のように起きています。東日本大震災から８年が経ちました。私たち金沢大学ボランティ
アさぽーとステーションの岩手県陸前高田市での活動も、2019 年 2 月に計 40 回を数えました。と
もに東北へ足を運んだ学生は 1.000 人を越えました。中には活動のあと自主的に足を運んだ人もお
り、支援の輪は広がり続けています。 






















     
大学祭での発表の様子               夏祭りの様子 
スライドで発表や防災トイレの展示をしました。  陸前高田の方と盆踊りなどで交流します。 
３.学生活動 








































      
4.リスクマネジメント 
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 ・ 国際基幹教育院では、2016 年度から新カリキュラムとして実施したグローバルスタンダード
（GS）科目の中で、「環境学と ESD」という科目を継続して開講しました。 
 ・ 理工学域では、環境・ESD に関連する科目を開講し、環境 ESD を行いました。 
・ 自然科学研究科（博士前期課程）では、大学院 GS 科目の「環境マネジメント論 A/B」において、
環境 ESD を行いました。また、環境技術国際コースを開講し、国境を越えて持続可能な社会の発展
を支える環境技術者の育成のための環境 ESD を行いました。 
・ 医薬保健学総合研究科（博士課程及び博士後期課程）では、「環境要因による疾病の解明と防止を
担う国際医療人育成コース」を継続して開講しました。 
・ ASPUnivNet（ユネスコスクール支援大学間ネットワーク）連絡会議（第 1 回：東京、第 2 回：








































査を 11 月に実施しました。 
基本方針 3 本学の活動が環境に及ぼす影響を調査・解析するとともに、環境負荷の低減のため、資
源・エネルギーの使用量削減、温室効果ガスの削減に積極的に取り組みます。 
















 ・ 5 月及び 12 月に化学物質の管理に関する講習会を行い、また、7-8 月及び 11-12 月には環境
調査チームによる化学物質の管理に関する現地調査を実施しました。 
 ・ 毒物及び劇物の管理状況調査を行い、適切な保管、管理及び教職員・学生に対する啓発、指導を 
4.リスクマネジメント 









 ・ 環境報告書を Web サイトで公開したほか、環境報告書ダイジェスト版を新入生のガイダンスを
はじめ学内、学外問わず広く配布し、環境活動についてアピールしました。また、環境や省エネに




（2018 年 8 月 31 日）を開催しました。また、日本環境会議と共催で一般公開セミナー「公害の






・ 中央図書館で 5 月と 11 月に、自然科学系図書館で 10 月と 1 月に、医学図書館で 5 月にブッ
クリユース市を開催し、本のリユースを行いました。 
 ・ 自然科学系図書館で環境学コレクションの 646 冊を貸出しました。 













































































































































































































目  標：関係法令を遵守しつつ、大学の特性を踏まえた安全管理・健康管理のための 
体制を充実するとともに、安全衛生教育その他の施策を推進する。 
角間        宝町・鶴間 
 
宝町         平和町 
（附属病院） （附属学校） 
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◆ 受動喫煙防止対策 
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 2018 年度 学生・教職員を対象とした防災訓練の実施 
 角間キャンパス、宝町・鶴間キャンパスにおいて、学生・教職員を対象とする大規模な防災訓練を
実施しました。 
 【角間キャンパス】10 月 16 日（火）11:50～12:30 約 4,350 名参加 





































表 1 に、2018 年度の調達実績（公共工事に関するものは除く）を示します。表に示すとおり、物





境物品等の調達方針及び調達実績の概要等詳細は、下記の Web サイトに掲載しています。 
http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_keiri/keirika/zaityot/HP/green/kankyou.html 
分   野 目標 総調達 特定調達物品 目標達成
紙 類 (7) 100% 190,190 kg 190,190 kg 全品目100%
文 具 類 (83) 100% 194,005 個 194,005 個 全品目100%
オ フ ィ ス 家 具 等 (10) 100% 2,466 個 2,466 個 全品目100%
画 像 機 器 等 (10) 100% 11,148 個 11,148 個 全品目100%
電 子 計 算 機 等 (4) 100% 10,819 個 10,819 個 全品目100%
オ フ ィ ス 機 器 等 (5) 100% 56,712 個 56,712 個 全品目100%
移 動 電 話 等 (3) 100% 1,324 台 1,324 台 全品目100%
家 電 製 品 (6) 100% 134 台 134 台 全品目100%
エ ア コ ン デ ィ シ ョ ナ ー 等 (3) 100% 33 台 33 台 全品目100%
温 水 器 等 (4) 100% 10 台 10 台 全品目100%
照 明 (4) 100% 8,246 個 8,246 個 全品目100%
自 動 車 等 (5) 100% 6 台+27.8 点 6 台+27.8 点 全品目100%
消 火 器 (1) 100% 112 本 112 本 全品目100%
制 服 ・ 作 業 服 (4) 100% 1,544 着 1,544 着 全品目100%
イ ン テ リ ア ・ 寝 装 寝 具 (11) 100% 580 個 580 個 全品目100%
作 業 手 袋 (1) 100% 147,000 組 147,000 組 全品目100%
そ の 他 繊 維 製 品 (7) 100% 2,306 点 2,306 点 全品目100%
設 備 (7) 100% 0 個 0 個 全品目100%
災 害 備 蓄 用 品 (15)
（ 既 存 品 目 以 外 の 10 品 目 )
100% 7,669 個 7,669 個 全品目100%
役 務 (20) 100% 6,990 件 6,990 件 全品目100%
表1　2018年度 グリーン購入実績
5.バリューチェーンマネジメント 
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円を返金する代わりに 1 枚 10 円分の募金として寄付しています。 





表 「リ・リパック」回収率  
 
2017 年 2018 年 
(2018.3.～
2019.2.) 
販売弁当個数(個) 18,934 16,978 
容器回収数(個) 5,038 5,580 
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れ、2019 年４月をもって丸 10 年経過しました。 
当初、金沢大学退職者 21 人で発足しましたが、高齢化




 作業（除草）対象区域の面積は、里山を含む角間キャンパスの 1 割である 20ha であり、このう
ち、2ha を当キャンパス環境整備の会が担当しています。 
 ２０１８年度は 26 回の活動を予定しましたが、雨天の日は中止し、表に示す作業場所（例年、ほ
































合   計 20 
 表 作業場所と活動回数 
自然研南斜面での除草作業 
6. 重要な環境課題 




















































を使用した自家発電設備を稼働し、2017 年同様に約 103 万ｋWh（角間約 7 万 kWh／年、附属病
院約 96 万 kWh／年）を発電しました。 
また、自然エネルギーの利用も行っており、現在、自然科学系図書館、自然科学 1・2 号館、自然 





 ※2：「エネルギー消費原単位」は、建物延床面積 1m2 当たりの原油概算量（Ｌ）で表します。「エネ
ルギーの使用の合理化等に関する法律」に基づく定期報告書より記載しています。定期報告書で
は、住居に供する施設はエネルギー使用量、延床面積とも対象外です。  
図 1 地区別エネルギー消費量 
   図 3 エネルギー消費原単位 
776    730     729     731     706 
６. 重要な環境課題 
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科学本館及びインキュベーション施設の各屋上には 5 基 170kW の太陽光発電パネルが、附属高
校校舎、体育館及び附属病院屋上に 3 基 30 kW の太陽光発電パネルが設置されており、角間地区で
年間約 15 万 kWh（角間全体の電気消費量の約 0.7％相当）、平和町地区にて年間約 2 万 kWh、附
属病院地区で年間約 1 万 kWh の電力を供給しています。 
本学では 2019 年度から、原単位（単位面積当たりの使用量）で前年度比 1％のエネルギー使用






図 8 月別電気購入量の推移と平均気温 
図 6 重油購入量 
■ 附属病院 ■ 宝町・鶴間キャンパス ■ その他 ■ 平和町・東兼六地区 ■ 角間キャンパス 
390    378    363    372    347 5,479  5,348   5,396  5,368  5,245 
図 5 都市ガス購入量 図 4 電気購入量 
20     23     22     27     20 760    577    617   606    591 
図 7 灯油購入量 
6. 重要な環境課題 










































     図 1 二酸化炭素排出量 
46     45     44     45     41 
教職員（人） 学生（人） 合計（人）
2014年度 1,085 2,053 3,138 2,291
2015年度 1,150 1,994 3,144 2,179
2016年度 1,204 2,061 3,265 2,187
2017年度 1,218 2,050 3,268 2,139






2014年度 2,418 3,003 5,421
2015年度 2,563 2,917 5,480
2016年度 2,683 3,015 5,698
2017年度 2,715 2,998 5,713
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◆ 水資源の利用状況 
金沢大学における年間水使用量は、およそ 46 万 m3 で、2017 年度比約 0.8％減少しました。 
ここ数年間ほどは、日頃の節水活動の成果か、ほぼ横ばいから微減傾向になっています。なお、角






 金沢大学では、下水道に放流する排水の水質を専門業者が月 1 回定期的に測定しています。2018





から排水される実験系排水は pH 値を常時監視できる機器を用いて確認して放流しています。 
◆ 大気汚染物質の排出状況   
 金沢大学では、主に冷暖房用としてＡ重油ボイラー、ガスボイラー、ガスタービン･コジェネ設
備、ガス発電機等が稼動しています。 
 表 1 に把握している大気排出濃度測定結果をまとめて記載しましたが、いずれも法令の規制値を
大幅に下回っており、適正な運転・管理が行われていることを示しています。なお、角間北地区、宝
町・鶴間地区等の A 重油ボイラーは主に冬季のみの暖房用に使用しています。上記の測定結果を基
に算出した年間の総排出量を、一部の設備についてですが、表 2 に示します。 
 
2014 2015 2016 2017 2018 2014 2015 2016 2017 2018 2014 2015 2016 2017 2018
角間北地区 Ａ重油ボイラー3台 327 482 278 314 417 3 4 4 3 3 47 38 73 33 49
表 2　ばいじん等の大気排出量の計算例
NOx排出量（ｔ） SOx排出量（ｔ） ばいじん排出量（kg）
50    50     47   47   46 48    48      45     46     45 
2014 2015 2016 2017 2018 規制値 2014 2015 2016 2017 2018 規制値 2014 2015 2016 2017 2018 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　 3台 30 31 33 35 38 150  <0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 12.65 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.10
角間南地区 ガス発電機      1台 42 58 64 50 55 600 0.01 4.00 0.00 0.00 0.00 3.91 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.05
角間北地区 Ａ重油ボイラー  3台 79 94 55 77 80 180 0.67 0.96 0.81 0.74 0.70 14.40 0.01 0.01 0.01 0.01 0.02 0.30
附属病院地区 ガスタービン　　 3台 27 36 18 29 28 70 - - - - - - - - - - - -
附属病院地区 ガスボイラー     4台※1 59 58 44 45 53 180 - - - - - - - - - - - -
宝町・鶴間地区 Ａ重油ボイラー  4台
※2 68 66 68 73 33 180 0.59 0.38 0.33 0.28 0.13 7.23-7.4 0.01 0.02 0.01 0.01 0.01 0.30
平和町地区 Ａ重油ボイラー　1台 92 83 57 75 71 260 0.39 0.36 0.20 0.16 0.21 2.52 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.30
※1 : 附属病院地区は2016年度よりＡ重油ボイラーからガスボイラーに変更、2015年度まではガスボイラー3台。※2 : 宝町・鶴間地区Ａ重油ボイラーは2012～2013年度は6台、2014年度からは4台の値。
表 1　ばいじん等の大気排出濃度と規制値
換算ＮOｘ濃度 (ppm） SＯx排出量 （Ｎｍ3/ｈ） 換算ばいじん濃度 （ｇ/Ｎｍ3）
図 2 下水（市水・井水）排水量 図 1 上水（市水・井水）排水量 
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◆ 化学物質管理 
 化学物質管理システムの運用 
2002 年 4 月に、学長裁量経費の配分を得て、金沢大学内で使用する化学物質の適正な管理と使
用・排出状況の把握の向上を目的とし、化学物質の購入後から廃棄までを一貫して学内ＬＡＮとパソ
コンを用いて管理する化学物質管理システムを導入しました。2002 年には、14 研究グループを試

























取  扱  量 2,320 kg 2,970 kg 4,490 kg 1,070 kg
大気への排出量 220 kg 160 kg 270 kg 110 kg















図 1 PRTR 法届出物質取扱量の年次変化 
表 1 2018 年度 PRTR 報告 
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2014 2015 2016 2017 2018 2014 2015 2016 2017 2018
古紙　※2 251.1 245.4 251.4 256.9 256.5 99.0 99.0 99.0 96.3 96.4
ペットボトル 37.6 35.5 36.8 36.1 37.7 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
蛍光灯 3.0 2.1 1.7 1.4 1.6 96.7 76.4 94.2 94.1 93.9
金属くず 94.6 83.3 80.4 15.5 14.5 99.9 100.0 100.0 100.0 100.0
OA機器　※3 7.8 3.7 4.4 6.9 2.8 54.0 56.8 68.2 100.0 100.0






2,120   1,723   1,789  1,869   1,783 
図 1 廃棄物発生量 
※1； 産業廃棄物Ａは容器包装プラ（PET 含む）、空き缶、空き瓶。 
   産業廃棄物Ｂは上記以外で、主に実験・実習等で使用したもの 
   です。 
図 2 区分別の廃棄物発生量 
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②教育研究                           
・里山ゾーンを利用した講義・実習、学生サークルの活動支援 
 ・里山ゾーンを教材とした公開講座の実施             
・モウソウチク林の伐採・間伐調査、棚田の水生生物・ 
植物調査 
③地域と連携した取組み                                       






































◆ PCB 廃棄物 




2015 年度から計画的に 2017 年度までに約 12 トンを処分し、2018 年度には 2.9 トン委託処理
しました。処分期限内での処理を完了するために、今後も計画的な廃棄処理を実施していきます。 
◆ 金沢大学のフロン排出抑制法への対応 
















































・ 共同 研 修 セ ンタ ー  
・ 低レ ベ ル 放 射能 実 験施 設  






















理 工 学 域 数物科学類、物質化学類、機械工学類、フロンティア工学類、 
         電子情報通信学類、地球社会基盤学類、生命理工学類 
医薬保健学域 医学類、薬学類、創薬科学類、保健学類 
 7研究科 
  人間社会環境研究科、自然科学研究科、医薬保健学総合研究科、先進予防医学研究科、 
  新学術創成研究科、法務研究科、教職実践研究科 
 その他 






  学士課程7,862人、大学院（修士・博士前期）1,239人、大学院（博士・博士後期）1,038人 
専門職学位59人、養護教諭特別別科29人 
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 編集後記 




















岩見 雅史、 上野 久儀、 上沼 孝平、 菊池 直樹、 北村 健二、 河内 畿帆、  
菅田 綾乃、 杉本 恭子、 千木 昌人、 高 知嘉子、 辻田  恵、 椿野 智之、 
所  正治、 長尾 誠也、 橋本 純一、  原  章規、  原  宏江、 藤澤 美恵子、 
道上 義正、  盛一 純平、 山本 響子  
 
＜環境報告書編集小委員会委員＞ 
新井 豊子、 市原 あかね、 上沼 孝平、 河崎  浩、 北村 健二、 菅田 綾乃、
杉本 恭子、 千木 昌人、 高 知嘉子、 所  正治、 中川 尚之、 橋本 純一、
花本 征也、 道上 義正  
 
環境省｢環境報告ガイドライン（2018 年版）」と 
      ｢金沢大学環境報告書 201９｣の対照表 
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環境報告書 2019 に対する内部評価 






















































本学の各種データは、下記の金沢大学 Web サイトからご覧いただけます。 
http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/ 
 
また、本報告書は、下記の金沢大学 Web サイトで公表しています。 
http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_sisetu/kankyou/torikumi.html 
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